
CQ-X5（FN）被覆厚さ（ゲージ）は、二重機能の測定技術を使用して自動的に、磁性及び非磁性基板を識別し、適切な試験方法、非破壊測定には使用することができ、磁気渦電流厚さ測定方法であって（等鋼、鉄、合金および
硬質磁性鋼のような）磁性金属基板（例えば、アルミニウム、クロム、銅、エナメル、ゴム、塗料、等）の非磁性コーティングの厚さと非磁性（：エナメル、ゴム、塗料、プラスチック、その他、銅、アルミニウム、非導電性コーティ
ングの厚さ（例えば、亜鉛、スズの場合）などのような）金属基材。
コーティング厚さは、測定誤差が小さく、信頼性の高い、優れた安定性、簡単な操作で、広く製造、金属加工業、化学工業、商品検査の検出に使用される、品質管理や製品の試験方法を確保するために不可欠であるています。製品は、
中国南部を計量するための計量の中国研究所、広東省の検証をナショナルセンターを渡され、関連する証明書、すべての年齢層の主要メーカーが発行しています。
範囲：
       基板の厚さの厚さのCQ-X5（FN）鉄アルミナイド皮膜は、二重測定は、アルミニウムまたは銅基板、エナメル、エナメル、エポキシ、または陽極酸化皮膜の厚さ測定にテフロン（登録商標）を含むことができます。磁
気誘導アプリケーションのコーティング厚さのための試験方法は、亜鉛、カドミウム、塗料または粉末コーティングを含みます。


